
ゴール 取組目標の達成状況 本年末までの取組目標

「こうのもの」ブランドの認知も増え続
け該当ブランドの昨対をクリアできた 添加物不使用の商品作りの継続

放置竹林を食べる資源として活用し「静
岡めんま」の商品化に成功した 静岡めんまの販路拡大の為、雇用を

増やす

静岡県内大学と話し合いを継続中

静岡県内大学との産学連携の実施

就労移行支援事業者との連携を図り来期
には1名を障碍者トライアルとして雇用予
定

雇用を増やして行く

R2年5月には製品として2トンを作成し同
年10月には完売した。 商品生産体制の安定を図る

竹林整備を行った

竹林整備の継続

竹林整備を行った

竹林整備の継続

弊社の持つ技術で賞味期限を延ばす事に
成功した 輸出業者との面談機会を増やす

（記載上の注意）

　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

職　名

氏　名

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

代表取締役

小泉幸雄

〒４２０－０８１６
静岡県静岡市葵区沓谷5丁目1番地6

男性　　　６　 人　　女性　　　６　　 人　　　計　　　１２　 人

https://kisakutei.com/

代表者　職・氏名

株式会社　季咲亭

（本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　　　）

３．製造業

昨年末までの取組目標

添加物不使用の自社ブランド「こうのも
の」の更なる販路拡大を行い昨対１２
０％を目指す

業　種

竹になる前の幼竹を買取り山の単純化を
起こしてしまってる竹を整備し山地生態
系の保全を行う

R2年には地域課題となっている放置竹林
を食べる事により資源に切り替え経済成
長と環境悪化の分担を図る

地産地消の永続的継続を実施し静岡県内
大学との産学交流を必ず行う

地産地消にさらに力を入れるため静岡県
産水煮メンマの発売をR2年5月から行い初
年度は1000万を目指す

竹害被害を食べる事で減らす事を食を通
じ発信し続け、最終的には気候変動の緩
和に繋がる竹林整備を行う

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、

持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

〈宣言日・変更日〉　R３年　１月　８日

事業所・団体等又
は関連事業者等の

名称

輸出向けの商品作成の為、賞味期限を延
ばす作成技術を磨く

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

昔ながらのOTSUKEMONOを広めて行く

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

環境を守る為の商品作り・地域貢献できる商品作り

目標に関連する取組内容

様式第２号（第６条関係）

https://kisakutei.com/

